
至新宿 合羽坂下 靖　国　通　り 

新　宿　通　り 

合羽坂下（高７１高田馬場駅行） 

新宿歴史博物館 

四谷税務署 

都営地下鉄 
新宿線 
曙橋駅 
A4出口 

外
　
苑
　
東
　
通
　
り 

曙
橋 

ガソリンスタンド 
防衛省 

三菱東京UFJ銀行 

みずほ銀行 

津
　
の
　
守
　
坂 

東京メトロ丸ノ内線 
四谷三丁目 

合羽坂下（高７１九段下行） 

曙橋（白61練馬車庫行） 

児童遊園 

新宿区立 
男女共同 
参画推進 
センター 

曙
橋（
白
61
新
宿
駅
西
口
行
） 

このたびの東日本大震災により、利用者のみなさまには節電の
ご協力をいただいております。館内の照明・空調など、利用に差
し支えない範囲で節電に努めておりますので、一層のご理解ご協
力のほどよろしくお願いいたします。 
詳細につきましては、当センターまでお問い合わせください。 

この印刷物は再生紙を使用しています。 

新宿区子ども家庭部男女共同参画課 
新宿区立男女共同参画推進センター 
〒160-0007　東京都新宿区荒木町16番地 
TEL（3341）0801　FAX（3341）0740

発　行 

発行日 平成23年6月29日 

男女がお互いを尊重し、その人らしく生きる。 
仕事も暮らしも楽しむ。 
そんなあなたを応援する情報誌です。 

2011・6
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P5

「
震
災
に
よ
せ
て
」
 

男女共同参画男女共同参画と 
ワーク・ライフ・バランスについて 
アンケート調査調査を実施実施しました 

特集 

P9
デ
ー
タ
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
 

「
69
・
3
」
 

男
性
を
1
0
0
と
し
た
と
き
の
 

女
性
の
給
与
額
 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
 

 
実
現
に
向
け
て
」 

「
子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
」 

P10

P8

ウ
ィ
ズ
新
宿
の
講
座
 

「
多
様
な
生
き
方
を
 

 
認
め
あ
う
社
会
づ
く
り
」の
た
め
に
 

男
女
共
同
参
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

「
自
分
ら
し
く
生
き
る
 
こ
こ
ろ
の
輝
き
…
」
 

P6

新宿区男女共同参画情報誌 
「悩みごと相談室」を 
　　　　ご利用ください（無料） 
自分自身のこと、夫婦や家族のこと、仕事上の悩みなど、
さまざまな問題の解決に向けて相談員が一緒に考えます。
弁護士・元家裁調査官・“性と生”アドバイザー・ソーシャ
ルワーカー・医療ソーシャルワーカー・ライフスタイル
アドバイザーなど、経験豊かな相談員があなたの悩みご
とに応じます。配偶者や恋人からの暴力についても、ひ
とりで悩まずお電話ください。秘密は固く守ります。 

面接相談は、男女共同参画推進センター相談室
および、区役所第一分庁舎区民相談室で行います。
月～土曜日の10～16時、お1人1時間以内。
詳しくは予約の際にお尋ねください。 

女性は人口の半分、労働力人口の4割余りを占め、政治、経済、
社会など多くの分野の活動を担っています。 
しかし、日本では他の先進国と比較して、指導的な立場で活躍

する女性が少ないのが現状です。 
このため、社会の様々な活動に参画する機会の格差を改善す

るため、必要な範囲において、女性に積極的に機会を提供する取
り組みを「ポジティブ・アクション」（積極的改善措置）と呼び、
企業、団体、地域社会などで推進することが求められています。 

6名の区民編集委員のみなさんと平成23年度の編集委員会
がスタートしました。 
性別・年齢・立場のさまざまなメンバーで、『ウィズ新宿』の

110号と111号を作っていきます。どうぞご期待ください。 

● 編集委員会スタート ● 

膨大なアンケート調査報告書と格闘しながら見えてきたのは、
背景にある労働環境の厳しさでした。『ウィズ新宿』では、自分ら
しい生き方を応援する発信を続けたいと思います。 

編　集　後　記 

3F 会議室 

2F 図書資料コーナー 

 交流コーナー 

 悩みごと相談室 

 第二相談室 

1F 受付・事務室 

 閲覧コーナー 

 図書カウンター 

B1 ワーク室 

 

開館時間 

 月～土曜日 
  午前9時～午後8時 

 日曜日 
  午前9時～午後5時 

● 施 設 案 内 ● 

平成23年度 
男女共同参画週間 
6月23日（木）～29日（水） 

の1週間は、「男女共同参画週間」です。 
本年度の男女共同参画週間は、「ポジティブ・アクション」 
（積極的改善措置）の推進を重点とします。 

キャッチフレーズは 
「チャンスを分かち、未来を拓こう」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　です。 

◆図書の貸出し 
 月～土 午前9時～午後5時 

◆会議室の利用 
 月～日 午前9時～午後10時 

◆悩みごと相談室（電話・面接） 
 月～土 午前10時～午後4時 

●電話相談（相談員に直接つながります） 

3353－2000 月～土（１０～１６時） 

3341－0905 土　　（１３～１６時） 

5273－3646 月　　（１０～１６時） 
※除く１２～１３時　電話は１５時３０分までにおかけください。 

予約受付（日祝除く８：３０～１７：００） 

●面接相談（予約制）　03（3341）0801

●内閣府男女共同参画局ホームページ http://www.gender.go.jp/

男女共同参画と 
ワーク・ライフ・バランスについて 
アンケート調査を実施しました 
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男女共同参画と 
　ワーク・ライフ・バランス 
 

男女共同参画と 
　ワーク・ライフ・バランス 
 

男女共同参画とワーク・ライフ・バランス 

 

についてアンケート調査を実施しました 

についてアンケート調査を実施しました 

特集 
特集 

　
男
女
の
生
き
方
や
役
割
分
担
に
つ
い
て
、
新
宿
区
の
み
な
さ
ん
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
 

　
昨
年
、
区
民
と
区
内
の
企
業
・
従
業
員
を
対
象
に
行
っ
た
意
識
・

実
態
調
査
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

　
デ
ー
タ
２
を
見
る
と
、
「
仕
事
・
家
庭
生
活
・

個
人
の
時
間
の
す
べ
て
が
調
和
」
を
「
理
想
」

と
考
え
て
い
る
人
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
現
実
」
は
「
仕
事
を
優
先
」
に
な
っ
て
い
る

人
が
圧
倒
的
に
多
数
で
す
。
 

　
特
に
男
性
正
社
員
の
「
現
実
」
は
、
６
割
以

上
が
「
仕
事
を
優
先
」
と
答
え
て
お
り
、
「
理

想
」
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

　
企
業
調
査
で
は
、
男
女
と
も
に
働
き
や
す
い

制
度
へ
の
取
り
組
み
は
従
業
員
規
模
の
大
き
な

事
業
所
が
積
極
的
で
あ
る
一
方
、
従
業
員
の
要

望
を
取
り
入
れ
る
柔
軟
な
態
勢
は
、
小
規
模
の

事
業
所
の
方
が
整
っ
て
い
る
傾
向
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
「
女
性
経
営
者
は
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
支
援
に
積
極
的
で
従
業
員
の

利
用
も
多
い
」
な
ど
、
業
種
や
経
営
者
の
性
別

に
よ
る
違
い
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
へ
の
関

心
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
実
に
仕
事
中

心
の
生
活
か
ら
脱
却
す
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
雇
う
側
も
雇
わ
れ
る
側
も
旧
来
の
働

き
方
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
解
放
さ
れ
な
け
れ
ば
、

法
的
な
整
備
は
生
か
さ
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
 

　
今
回
、
育
児
休
業
取
得
率
は
全
国
平
均
（
注
）

よ
り
高
い
も
の
の
、
男
性
で
は
わ
ず
か
１
・
８

％
（
デ
ー
タ
３
）
。
政
府
の
「
第
３
次
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
男
性
の
育
児

休
業
取
得
率
は
平
成
32
年
ま
で
に
13
％
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
遠
く
及
ば
な
い
の
が

実
情
で
す
。
 

調 査 の 概 要 

性
別
役
割
分
担
意
識
は
 

　
　
　
　
　
　
逆
戻
り
？
 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
 

　
　
　
　
　
の
理
想
と
現
実
 

Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
の
 

　
　
　
　
　
意
識
と
実
態
 

※男性については、「出産者数」は配偶者数、「育児休業取得者」は本人を指す 

（注）厚生労働省「平成21年度雇用均等基本調査」によれば、 
　　　育児休業取得率は女性85.６％、男性1.72％ 

◇男女共同参画に関する 
　　　区民の意識・実態調査アンケート◇ 
対　　象…満18歳以上の区民2500名を無作為抽出 
有効回答…1010票（40 .4％） 

◇ワーク・ライフ・バランスに関する 
　　　企業の意識・実態調査アンケート◇ 
対　　象…区内に事業所があり、 
　　　　　従業員数10人以上の企業4500社 
有効回答…807票（17 .9％） 

◇ワーク・ライフ・バランスに関する 
　　　従業員の意識・実態調査アンケート◇ 
対　　象…前記の企業に勤務する従業員13500名 
有効回答：2046票（15 .1％） 

いずれも 
　調査期間：平成22年10月～11月 
　調査方法：郵送配布・郵送回収 

　
夫
婦
間
・
恋
人
間
の
暴
力
に
つ
い
て
の
質

問
で
は
、
デ
ー
タ
４
の
よ
う
に
全
体
の
４
分

の
３
の
人
が
「
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も

暴
力
は
人
権
侵
害
で
あ
る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
 

　
詳
し
い
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
こ
の
認
識
は
女

性
に
多
く
、
特
に
女
性
の
25
〜
39
歳
と
45
〜
64

歳
で
は
80
％
以
上
の
人
が
「
い
か
な
る
理
由
が

あ
っ
て
も
暴
力
は
人
権
侵
害
で
あ
る
」
と
答
え

て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
の
意
見
に
つ
い
て
も
、

性
別
や
年
齢
に
よ
る
違
い
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。
 

　
「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
」
と

い
う
考
え
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
賛
成
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」
の
合
計
が
男
性

の
45
・
2
％
、
女
性
の
39
・
3
％
を
占
め
、
ど

ち
ら
も
「
反
対
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」

を
上
回
り
ま
し
た
（
デ
ー
タ
１
）
。
特
に
65
歳

以
上
で
は
、
男
女
と
も
に
「
賛
成
」
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
賛
成
」
を
合
わ
せ
て
半
数
を
超
え

て
い
ま
す
。
 

　
男
性
で
は
、
24
歳
以
下
の
若
い
世
代
と
30
〜

44
歳
の
子
育
て
世
代
で
「
反
対
」
「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
反
対
」
が
「
賛
成
」
「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
賛
成
」
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
20
代
後

半
で
は
そ
れ
が
逆
転
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
女
性
は
、
65
歳
以
上
の
回
答
者
の
多
さ
が
全

体
と
し
て
の
「
賛
成
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

賛
成
」
の
割
合
を
押
し
上
げ
て
い
ま
す
。
最
近
、

若
い
女
性
の
専
業
主
婦
志
向
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
こ
で
も
24
歳
以
下
で
「
反
対
」
「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
が
た
い
へ
ん
少
な
い

の
が
特
徴
的
で
す
。
 

　
平
成
19
年
の
同
調
査
で
「
賛
成
」
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
賛
成
」
は
男
性
の
29
・
9
％
、
女

性
の
21
・
9
％
で
し
た
。
こ
の
３
年
で
固
定
的

な
性
別
役
割
分
担
意
識
に
逆
戻
り
の
傾
向
が
み

ら
れ
ま
す
が
、
性
別
・
年
代
に
よ
っ
て
一
概
に

は
言
え
な
い
よ
う
で
す
。
 

男性 女性 

全　体 
（398人） 

18～24歳 
（22人） 

25～29歳 
（25人） 

30～34歳 
（32人） 

35～39歳 
（42人） 

40～44歳 
（41人） 

45～54歳 
（69人） 

55～64歳 
（77人） 

65歳以上 
（89人） 

全　体 
（593人） 

18～24歳 
（26人） 

25～29歳 
（44人） 

30～34歳 
（42人） 

35～39歳 
（62人） 

40～44歳 
（74人） 

45～54歳 
（100人） 

55～64歳 
（114人） 

65歳以上 
（130人） 

賛
成 

反
対 

無
回
答 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
賛
成 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
反
対 

わ
か
ら
な
い 

賛
成 

反
対 

無
回
答 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
賛
成 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
反
対 

わ
か
ら
な
い 

データ1「夫は外で働き、妻は家庭を守る」という性別役割分担の考えについて、 
　　　　あなたはどのように思いますか。 

単位：％ 

9.3 6.2 33.1 22.9 23.8 11.635.9 18.6 22.9 10.8 2.5 2.4

11.5 26.9 42.3 15.4 3.8

4.5 27.3 27.3 22.7 18.2

7.1 28.6 28.6 26.2 9.5

8.1 27.4 25.8 25.8 11.3 1.6

5.4 28.4 33.8 18.9 13.5

3.0 32.0 23.0 23.0 17.0 2.0

5.3 33.3 15.8 32.5 11.4 1.8

8.5 43.1 14.6 20.0 7.7 6.2

4.5

3.1

4.8

4.9

1.4

3.4

4.5

12.0 36.0 24.0 20.0 8.0

28.1 21.9 34.4 12.5

31.0 31.0 26.2 7.1

4.9 34.1 14.6 29.3 12.2

8.7 29.0 27.5 20.3 13.0

7.8 41.6 11.7 24.7 14.3

21.3 46.1 7.9 15.7 5.6

18.2 31.8 22.7 18.2

理想 現実 

男　性 
（805人） 

女　性 
（812人） 

男　性 
（ 60人） 

女　性 
（289人） 

無
回
答 

無
回
答 

す
べ
て
が
調
和 

す
べ
て
が
調
和 

仕
事
を
優
先 

仕
事
を
優
先 

個
人
の
時
間 

を
優
先 

個
人
の
時
間 

を
優
先 

家
庭
生
活
を 

優
先 

家
庭
生
活
を 

優
先 

データ2 あなたにとって、仕事、家庭生活、個人の時間の、 
理想と現実はどのようになっていますか 

データ3 出産者に占める育児休業取得者の割合 

単位：％ 

回答者数　1,010人 

4.3

3.2

11.7

2.4

1.6

5.4

3.130.1 26.3 13.8 26.6

1.4 50.1 21.1 23.1 63.7 10.2 6.7 17.8

4.1 60.1 20.2 12.4 53.2 8.9 22.010.5

8.3 40.0 25.0 15.0 8.338.3 16.7 15.0 21.7

2.8 60.2 16.6 18.0

正 社 員  

非正社員 

平成21年度の在職中の出産者数 

うち、平成22年10月1日までに 
育児休業を開始した者の数 

育児休業取得率 

データ4 DVに関する次の意見について、あなたの考えに近いものはどれですか（複数回答可） 

い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
暴
力
は
人
権

侵
害
で
あ
る 

暴
力
を
受
け
て
い
る
人
は
、
逃
げ
よ
う
と

思
え
ば
い
つ
で
も
逃
げ
出
せ
る
は
ず
だ 

暴
力
を
ふ
る
う
人
は
、
普
段
か
ら
ほ
か
の

人
た
ち
に
対
し
て
も
暴
力
的
だ 

暴
力
を
受
け
て
い
る
人
に
も
、
何
ら
か
の

原
因
が
あ
る
の
で
暴
力
を
ふ
る
う
人
だ
け

を
責
め
ら
れ
な
い 

暴
力
を
ふ
る
う
の
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物

の
せ
い
だ 

Ｄ
Ｖ
は
夫
婦（
恋
人
）間
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

問
題
な
の
で
、他
人
が
介
入
し
な
い
方
が
よ
い 

Ｄ
Ｖ
は
夫
婦
げ
ん
か
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た

も
の
だ 

暴
力
を
ふ
る
わ
れ
て
逃
げ
出
さ
な
い
の
は
、

そ
の
暴
力
が
耐
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
も
の
だ
か

ら
だ 

暴
力
を
ふ
る
う
の
は
、
愛
情
表
現
の
ひ
と
つ

で
あ
る 

長
い
間
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
れ
ば
、
徐
々
に

暴
力
は
お
さ
ま
る
も
の
だ 

暴
力
を
ふ
る
う
人
も
、
時
に
は
相
手
か
ら

暴
力
を
ふ
る
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

お
互
い
様
だ 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

80％ 

60％ 

40％ 

20％ 

0％ 

74.4

15.1 13.2 13.1 13.1

3.9 3.4 3.4 1.1 0.5 0.5

7.2 5.6 7.3

女 性  男 性  

876人 1,144人 

798人 21人 

91.1％ 1.8％ 
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男女共同参画と 
　ワーク・ライフ・バランス 
 

男女共同参画と 
　ワーク・ライフ・バランス 
 

男女共同参画とワーク・ライフ・バランス 

 

についてアンケート調査を実施しました 

についてアンケート調査を実施しました 

特集 
特集 

　
男
女
の
生
き
方
や
役
割
分
担
に
つ
い
て
、
新
宿
区
の
み
な
さ
ん
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
 

　
昨
年
、
区
民
と
区
内
の
企
業
・
従
業
員
を
対
象
に
行
っ
た
意
識
・

実
態
調
査
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

　
デ
ー
タ
２
を
見
る
と
、
「
仕
事
・
家
庭
生
活
・

個
人
の
時
間
の
す
べ
て
が
調
和
」
を
「
理
想
」

と
考
え
て
い
る
人
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
現
実
」
は
「
仕
事
を
優
先
」
に
な
っ
て
い
る

人
が
圧
倒
的
に
多
数
で
す
。
 

　
特
に
男
性
正
社
員
の
「
現
実
」
は
、
６
割
以

上
が
「
仕
事
を
優
先
」
と
答
え
て
お
り
、
「
理

想
」
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

　
企
業
調
査
で
は
、
男
女
と
も
に
働
き
や
す
い

制
度
へ
の
取
り
組
み
は
従
業
員
規
模
の
大
き
な

事
業
所
が
積
極
的
で
あ
る
一
方
、
従
業
員
の
要

望
を
取
り
入
れ
る
柔
軟
な
態
勢
は
、
小
規
模
の

事
業
所
の
方
が
整
っ
て
い
る
傾
向
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
「
女
性
経
営
者
は
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
支
援
に
積
極
的
で
従
業
員
の

利
用
も
多
い
」
な
ど
、
業
種
や
経
営
者
の
性
別

に
よ
る
違
い
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
へ
の
関

心
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
実
に
仕
事
中

心
の
生
活
か
ら
脱
却
す
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
雇
う
側
も
雇
わ
れ
る
側
も
旧
来
の
働

き
方
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
解
放
さ
れ
な
け
れ
ば
、

法
的
な
整
備
は
生
か
さ
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
 

　
今
回
、
育
児
休
業
取
得
率
は
全
国
平
均
（
注
）

よ
り
高
い
も
の
の
、
男
性
で
は
わ
ず
か
１
・
８

％
（
デ
ー
タ
３
）
。
政
府
の
「
第
３
次
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
男
性
の
育
児

休
業
取
得
率
は
平
成
32
年
ま
で
に
13
％
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
遠
く
及
ば
な
い
の
が

実
情
で
す
。
 

調 査 の 概 要 

性
別
役
割
分
担
意
識
は
 

　
　
　
　
　
　
逆
戻
り
？
 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
 

　
　
　
　
　
の
理
想
と
現
実
 

Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
の
 

　
　
　
　
　
意
識
と
実
態
 

※男性については、「出産者数」は配偶者数、「育児休業取得者」は本人を指す 

（注）厚生労働省「平成21年度雇用均等基本調査」によれば、 
　　　育児休業取得率は女性85.６％、男性1.72％ 

◇男女共同参画に関する 
　　　区民の意識・実態調査アンケート◇ 
対　　象…満18歳以上の区民2500名を無作為抽出 
有効回答…1010票（40 .4％） 

◇ワーク・ライフ・バランスに関する 
　　　企業の意識・実態調査アンケート◇ 
対　　象…区内に事業所があり、 
　　　　　従業員数10人以上の企業4500社 
有効回答…807票（17 .9％） 

◇ワーク・ライフ・バランスに関する 
　　　従業員の意識・実態調査アンケート◇ 
対　　象…前記の企業に勤務する従業員13500名 
有効回答：2046票（15 .1％） 

いずれも 
　調査期間：平成22年10月～11月 
　調査方法：郵送配布・郵送回収 

　
夫
婦
間
・
恋
人
間
の
暴
力
に
つ
い
て
の
質

問
で
は
、
デ
ー
タ
４
の
よ
う
に
全
体
の
４
分

の
３
の
人
が
「
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も

暴
力
は
人
権
侵
害
で
あ
る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
 

　
詳
し
い
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
こ
の
認
識
は
女

性
に
多
く
、
特
に
女
性
の
25
〜
39
歳
と
45
〜
64

歳
で
は
80
％
以
上
の
人
が
「
い
か
な
る
理
由
が

あ
っ
て
も
暴
力
は
人
権
侵
害
で
あ
る
」
と
答
え

て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
の
意
見
に
つ
い
て
も
、

性
別
や
年
齢
に
よ
る
違
い
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。
 

　
「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
」
と

い
う
考
え
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
賛
成
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」
の
合
計
が
男
性

の
45
・
2
％
、
女
性
の
39
・
3
％
を
占
め
、
ど

ち
ら
も
「
反
対
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」

を
上
回
り
ま
し
た
（
デ
ー
タ
１
）
。
特
に
65
歳

以
上
で
は
、
男
女
と
も
に
「
賛
成
」
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
賛
成
」
を
合
わ
せ
て
半
数
を
超
え

て
い
ま
す
。
 

　
男
性
で
は
、
24
歳
以
下
の
若
い
世
代
と
30
〜

44
歳
の
子
育
て
世
代
で
「
反
対
」
「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
反
対
」
が
「
賛
成
」
「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
賛
成
」
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
20
代
後

半
で
は
そ
れ
が
逆
転
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
女
性
は
、
65
歳
以
上
の
回
答
者
の
多
さ
が
全

体
と
し
て
の
「
賛
成
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

賛
成
」
の
割
合
を
押
し
上
げ
て
い
ま
す
。
最
近
、

若
い
女
性
の
専
業
主
婦
志
向
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
こ
で
も
24
歳
以
下
で
「
反
対
」
「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
が
た
い
へ
ん
少
な
い

の
が
特
徴
的
で
す
。
 

　
平
成
19
年
の
同
調
査
で
「
賛
成
」
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
賛
成
」
は
男
性
の
29
・
9
％
、
女

性
の
21
・
9
％
で
し
た
。
こ
の
３
年
で
固
定
的

な
性
別
役
割
分
担
意
識
に
逆
戻
り
の
傾
向
が
み

ら
れ
ま
す
が
、
性
別
・
年
代
に
よ
っ
て
一
概
に

は
言
え
な
い
よ
う
で
す
。
 

男性 女性 

全　体 
（398人） 

18～24歳 
（22人） 

25～29歳 
（25人） 

30～34歳 
（32人） 

35～39歳 
（42人） 

40～44歳 
（41人） 

45～54歳 
（69人） 

55～64歳 
（77人） 

65歳以上 
（89人） 

全　体 
（593人） 

18～24歳 
（26人） 

25～29歳 
（44人） 

30～34歳 
（42人） 

35～39歳 
（62人） 

40～44歳 
（74人） 

45～54歳 
（100人） 

55～64歳 
（114人） 

65歳以上 
（130人） 

賛
成 

反
対 

無
回
答 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
賛
成 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
反
対 

わ
か
ら
な
い 

賛
成 

反
対 

無
回
答 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
賛
成 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
反
対 

わ
か
ら
な
い 

データ1「夫は外で働き、妻は家庭を守る」という性別役割分担の考えについて、 
　　　　あなたはどのように思いますか。 

単位：％ 

9.3 6.2 33.1 22.9 23.8 11.635.9 18.6 22.9 10.8 2.5 2.4

11.5 26.9 42.3 15.4 3.8

4.5 27.3 27.3 22.7 18.2

7.1 28.6 28.6 26.2 9.5

8.1 27.4 25.8 25.8 11.3 1.6

5.4 28.4 33.8 18.9 13.5

3.0 32.0 23.0 23.0 17.0 2.0

5.3 33.3 15.8 32.5 11.4 1.8

8.5 43.1 14.6 20.0 7.7 6.2

4.5

3.1

4.8

4.9

1.4

3.4

4.5

12.0 36.0 24.0 20.0 8.0

28.1 21.9 34.4 12.5

31.0 31.0 26.2 7.1

4.9 34.1 14.6 29.3 12.2

8.7 29.0 27.5 20.3 13.0

7.8 41.6 11.7 24.7 14.3

21.3 46.1 7.9 15.7 5.6

18.2 31.8 22.7 18.2

理想 現実 

男　性 
（805人） 

女　性 
（812人） 

男　性 
（ 60人） 

女　性 
（289人） 

無
回
答 

無
回
答 

す
べ
て
が
調
和 

す
べ
て
が
調
和 

仕
事
を
優
先 

仕
事
を
優
先 

個
人
の
時
間 

を
優
先 

個
人
の
時
間 

を
優
先 

家
庭
生
活
を 

優
先 

家
庭
生
活
を 

優
先 

データ2 あなたにとって、仕事、家庭生活、個人の時間の、 
理想と現実はどのようになっていますか 

データ3 出産者に占める育児休業取得者の割合 

単位：％ 

回答者数　1,010人 

4.3

3.2

11.7

2.4

1.6

5.4

3.130.1 26.3 13.8 26.6

1.4 50.1 21.1 23.1 63.7 10.2 6.7 17.8

4.1 60.1 20.2 12.4 53.2 8.9 22.010.5

8.3 40.0 25.0 15.0 8.338.3 16.7 15.0 21.7

2.8 60.2 16.6 18.0

正 社 員  

非正社員 

平成21年度の在職中の出産者数 

うち、平成22年10月1日までに 
育児休業を開始した者の数 

育児休業取得率 

データ4 DVに関する次の意見について、あなたの考えに近いものはどれですか（複数回答可） 

い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
暴
力
は
人
権

侵
害
で
あ
る 

暴
力
を
受
け
て
い
る
人
は
、
逃
げ
よ
う
と

思
え
ば
い
つ
で
も
逃
げ
出
せ
る
は
ず
だ 

暴
力
を
ふ
る
う
人
は
、
普
段
か
ら
ほ
か
の

人
た
ち
に
対
し
て
も
暴
力
的
だ 

暴
力
を
受
け
て
い
る
人
に
も
、
何
ら
か
の

原
因
が
あ
る
の
で
暴
力
を
ふ
る
う
人
だ
け

を
責
め
ら
れ
な
い 

暴
力
を
ふ
る
う
の
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物

の
せ
い
だ 

Ｄ
Ｖ
は
夫
婦（
恋
人
）間
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

問
題
な
の
で
、他
人
が
介
入
し
な
い
方
が
よ
い 

Ｄ
Ｖ
は
夫
婦
げ
ん
か
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た

も
の
だ 

暴
力
を
ふ
る
わ
れ
て
逃
げ
出
さ
な
い
の
は
、

そ
の
暴
力
が
耐
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
も
の
だ
か

ら
だ 

暴
力
を
ふ
る
う
の
は
、
愛
情
表
現
の
ひ
と
つ

で
あ
る 

長
い
間
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
れ
ば
、
徐
々
に

暴
力
は
お
さ
ま
る
も
の
だ 

暴
力
を
ふ
る
う
人
も
、
時
に
は
相
手
か
ら

暴
力
を
ふ
る
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

お
互
い
様
だ 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

80％ 

60％ 

40％ 

20％ 

0％ 

74.4

15.1 13.2 13.1 13.1

3.9 3.4 3.4 1.1 0.5 0.5

7.2 5.6 7.3

女 性  男 性  

876人 1,144人 

798人 21人 

91.1％ 1.8％ 
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　３月１１日、高層ビルが今までになく大きく揺れました。改札の閉鎖された新宿

駅で、余震を心配しながら大画面に見入る人々。郊外に向かって歩く人々の長い列。

家族や友人と連絡が取れない孤独感と、居合わせた人たちとの連帯感。大都市で生

活していることをあらためて考えた一日でした。 

　３か月たっても困難な生活を強いられている被災地からの報告や未来への不安は、

私たちが今なすべきこととともに、次の災害への心構えや暮らし方の見直しを求め

ているように思えます。 

 

　阪神大震災での経験をふまえ、今回の震災では女性の視点に立った救援活動の呼

びかけやネットワークづくりが進みました。 

　しかし、大切なものを失った上に困難な生活が長引くことで、被災者のストレス

は積み重なっています。ストレスの矛先は女性や子ども・社会的弱者に向けられや

すいもの。復興のかけ声に小さな叫び声がかき消されていないか、耳をすまし続け

ることが必要でしょう。 

　東北からは、「直後はみんなが大変なのだと思って我慢していたけれど、男性リ

ーダーにはいつまでも女性の要望を出しづらい」という声や、「子どもをのびのび

と遊べる土地に避難させたいが、夫の理解を得られない」と悩む母親の声が聞こえ

てきています。 

　厳しい環境の中では、男女のあり方をはじめとして一人ひとりの価値観が問われ

ます。つながりの希薄さが露呈することもあれば、ほころびかけていた絆を結びな

おす機会にもなるでしょう。 

　日ごろから、誰にとっても暮らしやすい社会のイメージを共有していきたいもの

です。 

 

震災によせて 

ひとりで抱え込まないで！安心できる相談窓口があります 

●女性の相談窓口 
　東京都女性相談センター 
　電話：03－5261－3110 
　東京ウィメンズプラザ 
　電話：03－5467－2455

● 弁護士による被災者 
　のための無料相談　 
　東日本大震災電話相談 
　（主催：日本弁護士連合会、他） 
　電話：0120－366－556

● 最寄りの窓口を案内 
　DV相談ナビ 
　（内閣府  男女共同参画局） 
　電話：0570－0－55210 
　　※24時間自動音声対応 

● 災害と暴力に悩む 
　女性と子どものための無料相談 
　パープル・ホットライン 
　（主催：NPO法人全国女性シェルターネット） 
　電話：0120－941－826

●新宿区立男女共同参画推進センター（ウィズ新宿）の 
　悩みごと相談室もお気軽にご利用ください 
　（12ページ参照） 
 

このたびの東日本大震災で被災されました 
みなさまに心よりお見舞いを申し上げます 
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男女共同参画とワーク・ライフ・バランス 

 

についてアンケート調査を実施しました 

特集 

知
っ
て
い
る
言
葉
・
 

　
　
　
　
知
ら
な
い
言
葉
 

Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
、
自
分
が
 

さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
行
為
 

    
　
配
偶
者
・
恋
人
間
で
の
暴
力
に
は
、
身
体

的
な
暴
力
だ
け
で
な
く
精
神
的
・
社
会
的
な

暴
力
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
が
さ
れ
た
こ
と

の
あ
る
行
為
を
性
別
・
年
齢
別
に
み
る
と
、

女
性
、
特
に
18
〜
24
歳
の
女
性
に
多
く
な
っ

て
い
ま
し
た
（
デ
ー
タ
５
）
。
性
別
役
割
分

担
意
識
の
強
い
世
代
と
重
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
の
背
景
に
は
「
女
性
は
男
性
に
従
う
も

の
だ
」
と
い
う
意
識
や
「
夫
の
収
入
に
頼
っ

て
い
る
か
ら
対
等
な
関
係
を
築
け
な
い
」
と

い
う
経
済
力
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れ
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に
陥
る
こ
と
の
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に
、
男
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の
あ
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方
を
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た
い
も
の

で
す
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葉
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、
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と
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は
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５
％
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％
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％
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以
下
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が
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、
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も
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。
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も
、
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の
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ダ
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／
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に
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互
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の
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／
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９
９
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が
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と
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と
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を
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娠
、
子
ど
も

が
健
康
に
生
ま
れ
育
つ
こ
と
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
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データ5 DVについて、自分がされたことのある行為 

データ6 男女共同参画に関する言葉で聞いたことがあるもの 

男女共同参画社会基本法（男女平等の
実現を目指す法律） 

男女雇用機会均等法（男女の雇用の均
等な機会、待遇確保に関する法律） 

新宿区男女共同参画推進条例（男女共
同参画を推進する区の条例） 

ジェンダー（社会的性別、社会的・文化
的な性のありよう） 

性別役割分担（性によって男女で固定
的な役割を分担すること） 

セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ
や脅し） 

パワー・ハラスメント（権力や地位を利用し
た嫌がらせや脅し） 

DV（ドメスティック・バイオレンス） 

デートDV

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ 

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調
和） 

イクメン（育児を積極的に、楽しんでする男
性のこと） 
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43.4 41.9 8.2 6.5

23.6 63.8 9.82.9

26.3 28.5 37.1 8.0

22.1 33.1 35.1 9.7

72.5 20.0 2.25.3

68.7 21.5 3.95.9

3.96.070.1 20.0

21.6 21.3 48.5 8.6

6.1 14.4 70.4 9.1

27.3 31.4 33.2 8.1

46.3 26.0 21.1 6.5

35.0 46.8 9.2

■聞いたこと
があり、内容も
知っている 

■聞いたこと
がある 

■聞いたこと
がない 

□無回答 

回答者数　1,010人 

（％） 
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　３月１１日、高層ビルが今までになく大きく揺れました。改札の閉鎖された新宿

駅で、余震を心配しながら大画面に見入る人々。郊外に向かって歩く人々の長い列。

家族や友人と連絡が取れない孤独感と、居合わせた人たちとの連帯感。大都市で生

活していることをあらためて考えた一日でした。 

　３か月たっても困難な生活を強いられている被災地からの報告や未来への不安は、

私たちが今なすべきこととともに、次の災害への心構えや暮らし方の見直しを求め

ているように思えます。 

 

　阪神大震災での経験をふまえ、今回の震災では女性の視点に立った救援活動の呼

びかけやネットワークづくりが進みました。 

　しかし、大切なものを失った上に困難な生活が長引くことで、被災者のストレス

は積み重なっています。ストレスの矛先は女性や子ども・社会的弱者に向けられや

すいもの。復興のかけ声に小さな叫び声がかき消されていないか、耳をすまし続け

ることが必要でしょう。 

　東北からは、「直後はみんなが大変なのだと思って我慢していたけれど、男性リ

ーダーにはいつまでも女性の要望を出しづらい」という声や、「子どもをのびのび

と遊べる土地に避難させたいが、夫の理解を得られない」と悩む母親の声が聞こえ

てきています。 

　厳しい環境の中では、男女のあり方をはじめとして一人ひとりの価値観が問われ

ます。つながりの希薄さが露呈することもあれば、ほころびかけていた絆を結びな

おす機会にもなるでしょう。 

　日ごろから、誰にとっても暮らしやすい社会のイメージを共有していきたいもの

です。 

 

震災によせて 

ひとりで抱え込まないで！安心できる相談窓口があります 

●女性の相談窓口 
　東京都女性相談センター 
　電話：03－5261－3110 
　東京ウィメンズプラザ 
　電話：03－5467－2455

● 弁護士による被災者 
　のための無料相談　 
　東日本大震災電話相談 
　（主催：日本弁護士連合会、他） 
　電話：0120－366－556

● 最寄りの窓口を案内 
　DV相談ナビ 
　（内閣府  男女共同参画局） 
　電話：0570－0－55210 
　　※24時間自動音声対応 

● 災害と暴力に悩む 
　女性と子どものための無料相談 
　パープル・ホットライン 
　（主催：NPO法人全国女性シェルターネット） 
　電話：0120－941－826

●新宿区立男女共同参画推進センター（ウィズ新宿）の 
　悩みごと相談室もお気軽にご利用ください 
　（12ページ参照） 
 

このたびの東日本大震災で被災されました 
みなさまに心よりお見舞いを申し上げます 
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男女共同参画とワーク・ライフ・バランス 
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に
、
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も
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男
女
共
同
参
画
に
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す
る
言
葉
に
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て
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
「
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、
内
容

も
知
っ
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る
」
と
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う
回
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は
、
「
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
が
72
・
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％
で
最

も
多
く
、
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」
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パ
ワ
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・
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続
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。
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で
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が
、
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が
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せ
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ば
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に
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り
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反
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に
「
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た
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」
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葉
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「
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ロ
ダ
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テ
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ブ
・
ヘ
ル
ス
／
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イ
ツ
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（
※
）
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70
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％
で
最
も
多
く
な
っ
て
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ま

す
。
　 

　
前
述
の
よ
う
に
24
歳
以
下
の
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性
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を
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、
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と
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若
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を
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け
、
互
い
の
性
を
理
解
し

尊
重
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る
教
育
の
充
実
が
望
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れ
ま
す
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今
回
の
調
査
で
は
、
男
女
共
同
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画
や
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フ
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て
、
こ
の
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に
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く
の
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に
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だ
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ま
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も
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き
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と
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せ
る
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の

実
現
に
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け
て
、
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で
は
調
査
の
結
果
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予
定
で
す
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性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
／
権
利
」
と
訳
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れ
、

女
性
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自
ら
の
身
体
に
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い
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自
己
決
定
を
行
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健
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享
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す
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実現を目指す法律） 

男女雇用機会均等法（男女の雇用の均
等な機会、待遇確保に関する法律） 

新宿区男女共同参画推進条例（男女共
同参画を推進する区の条例） 

ジェンダー（社会的性別、社会的・文化
的な性のありよう） 

性別役割分担（性によって男女で固定
的な役割を分担すること） 

セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ
や脅し） 

パワー・ハラスメント（権力や地位を利用し
た嫌がらせや脅し） 
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デートDV

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ 

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調
和） 
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（％） 
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平成22年度 

男女共同参画シンポジウム 
２
月
19
日
（
土
）
、
平
成
22
年
度
男
女
共
同

参
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
　

こ
こ
ろ
の
輝
き
・
・
・
」
が
新
宿
区
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

男
女
が
と
も
に
参
画
で
き
る
社
会
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
区
民
の
実
行
委
員
会
が
区
と
協
働

で
企
画
・
運
営
す
る
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

今
回
で
12
回
目
と
な
り
ま
す
。
約
二
百
五
十
名

の
方
が
ご
来
場
く
だ
さ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
男

女
共
同
参
画
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り

ま
し
た
。 

第 一 部 
 　ワーク・ライフ・バランス優良企業表彰式 

第 二 部 
 　かっぽれ「河のや梅若寿社中」 

第 三 部 
 　講演　かづきれいこ 
 フェイシャルセラピスト・ 
 歯学博士 
 REIKO KAZKI 主宰 

日　時　　平成23年2月19日（土） 

会　場　　四谷区民ホール 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
を
終
え
て 

蘆
実
行
委
員
に
な
り
初
め
て
か
づ
き
れ
い
こ
さ
ん

を
知
り
ま
し
た
。
メ
イ
ク
を
通
し
て
の
社
会
的

活
動
や
パ
ワ
フ
ル
な
仕
事
ぶ
り
に
圧
倒
さ
れ
、

当
日
も
多
く
の
方
の
共
感
を
呼
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
大
勢
の
人
に
男
女
で
踊
る
伝
統
芸
能
か
っ

ぽ
れ
の
魅
力
や
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
に
頑
張
る
区
内
企
業
を
知
ら
せ
る
機
会
に
も

な
り
、
が
ん
ば
っ
た
か
い
が
あ
り
ま
し
た
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
安
部
　
吉
剛
） 

蘆
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
し
た
い
と
い
う
実

行
委
員
と
行
政
職
員
の
意
気
込
み
が
高
ま
る
中

で
、
チ
ラ
シ
の
配
布
先
が
区
立
の
小
・
中
学
校

の
保
護
者
ま
で
拡
大
出
来
ま
し
た
。 

当
日
は
講
師
の
か
づ
き
れ
い
こ
さ
ん
を
始
め
、

全
て
の
登
壇
者
の
温
か
い
思
い
が
会
場
を
包

み
、
優
し
い
心
が
広
が
り
、
感
動
の
一
日
と
な

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　（
石
田
　
孝
子
） 

蘆
変
化
す
る
社
会
の
中
で
、
自
分
ら
し
く
生
き
る

為
の
力
と
し
て
、
今
回
リ
ハ
ビ
リ
メ
イ
ク
で
有

名
な
「
か
づ
き
れ
い
こ
」
先
生
に
講
演
を
お
願

い
し
た
所
、
同
じ
地
域
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

心
良
く
お
引
き
受
け
下
さ
い
ま
し
た
。
各
年
代

の
女
性
の
悩
み
と
老
い
に
対
す
る
不
安
を
、
的

確
に
お
話
し
頂
き
、「
自
分
ら
し
く
」
の
言
葉

に
深
い
意
味
を
感
じ
、
実
行
委
員
と
し
て
充
実

し
た
時
間
で
し
た
。
　
　
　
　（
植
竹
　
信
子
） 

蘆
広
報
の
公
募
を
き
っ
か
け
に
、
実
行
委
員
長
と

い
う
大
役
を
さ
せ
て
頂
き
、
自
分
で
も
驚
い
て

い
ま
す
。
皆
様
の
応
援
の
お
陰
で
、
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
、
心
か
ら
深
く
感
謝
し
て
い

ま
す
。
実
行
委
員
会
で
、
講
師
、
テ
ー
マ
な
ど

を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
話 

し
合
い
進
め
て
き
た
こ

と
が
、
手
作
り
感
が
あ
り
、
楽
し
か
っ
た
で

す
。
多
く
の
方
に
応
募
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
金
澤
由
利
子
） 

蘆
22
年
度
の
実
行
委
員
会
は
男
女
の
委
員
数
が

ほ
ぼ
同
数
に
、
年
代
も
20
代
か
ら
70
代
と
幅

広
い
構
成
で
し
た
。
そ
し
て
「
か
づ
き
れ
い

こ
」
さ
ん
の
講
演
に
つ
い
て
ど
う
い
う
話
を
伺

い
た
い
か
等
、
毎
回
議
論
が
活
発
に
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
か
づ
き
さ
ん
も
委
員
会
の
思
い
に
充

分
応
え
て
い
た
だ
き
、
大
変
素
晴
ら
し
い
講
演

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
　
　
　（
川
端
　
喜
美
） 

蘆
自
分
以
外
の
実
行
委
員
の
方
は
目
上
の
人
ば

か
り
で
し
た
の
で
最
初
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、

話
し
合
い
の
中
で
徐
々
に
打
ち
解
け
て
い
け
た

の
で
良
か
っ
た
で
す
。
当
日
は
司
会
進
行
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
助
け

ら
れ
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

経
験
を
こ
れ
か
ら
も
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
原
田
　
琢
磨
） 

蘆
「
段
取
り
七
分
で
仕
事
が
三
分
」
と
良
く
申

し
ま
す
。
何
事
も
準
備
が
大
切
と
い
う
事
で
し

ょ
う
。
実
行
委
員
の
一
人
と
し
て
熱
心
に
打
ち

合
わ
せ
を
重
ね
、
ど
う
に
か
関
係
者
一
同
の
協

力
で
盛
会
に
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
委
員

の
皆
さ
ん
に
は
色
々
と
教
え
ら
れ
る
事
が
多

く
、
本
当
に
良
い
勉
強
に
成
り
、
又
セ
ン
タ
ー

の
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
藤
木
紀
一
郎
） 

●
第
一
部 

　
　
「
ワ
ー
ク・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス 

　
　
　
　
　
　
優
良
企
業
表
彰
式
」 

新
宿
区
が
進
め
て
い
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業
認
定
制
度
に
申

請
し
た
企
業
の
中
か
ら
、
特
に
す
ぐ
れ
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
企
業
２
社
に
、

中
山
区
長
が
表
彰
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈
り
ま

し
た
。 

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
優
良
企
業
表
彰

は
、
区
内
企
業
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
へ
の
積

極
的
な
取
り
組
み
を
区
が
応
援
す
る
も
の

で
す
。
表
彰
さ
れ
た
２
社
の
ス
ピ
ー
チ
で

は
、
独
自
の
柔
軟
な
取
り
組
み
に
、
会
場

か
ら
多
く
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

● 

参
加
者
の
感
想
か
ら 

● 

蘆
現
在
多
く
の
企
業
は
、
子
ど
も
を
も
つ

女
性
に
と
っ
て
働
き
づ
ら
い
環
境
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
問
題
を
解
決
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
企
業
が
あ
る
こ
と

は
、
大
変
に
嬉
し
い
こ
と
で
す
ね
。
一

社
で
も
多
く
こ
の
よ
う
な
企
業
が
誕
生

す
る
た
め
に
、
新
宿
区
が
力
添
え
を
す

る
こ
と
は
、
大
変
に
有
意
義
な
事
業
だ

と
思
い
ま
す
。 

蘆
大
き
な
会
社
も
小
さ
な
会
社
も
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
理
解
し
、
き
め

細
か
い
取
り
組
み
で
、
従
業
員
の
働
き

や
す
い
職
場
を
創
り
出
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。 

●
第
二
部 

 

　
　「
か
っ
ぽ
れ
」 

河
の
や
梅
若
寿
社
中
が
伝
統
芸
能
か
っ

ぽ
れ
を
披
露
し
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
二
百
年
の
歴
史

を
飛
び
越
え
て
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
舞
台

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

江
戸
の
大
道
芸
と
し
て
継
承
さ
れ
て
き

た
か
っ
ぽ
れ
は
、
お
座
敷
芸
と
し
て
耳
に

し
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
実
際
に
見
た
こ
と

は
な
い
と
い
う
声
が
多
く
、
実
行
委
員
も

楽
し
み
に
し
て
き
ま
し
た
。
老
若
男
女
さ

ま
ざ
ま
な
個
性
が
ひ
と
つ
の
舞
台
を
作
り

上
げ
る
楽
し
さ
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
ふ
さ
わ
し
い
と
好
評
を
博
し
ま
し
た
。 

● 

参
加
者
の
感
想
か
ら 

● 

蘆
粋
で
よ
か
っ
た
で
す
。
江
戸
文
化
に
触

れ
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。 

蘆
す
ご
く
美
し
く
き
れ
い
で
揃
っ
て
い
て

「
す
ば
ら
し
い
」
で
す
。
芸
者
遊
び
の
踊

り
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
品
が
あ
っ

て
と
て
も
良
か
っ
た
。 

蘆
初
め
て
見
ま
し
た
が
、
と
て
も
情
緒
あ

ふ
れ
る
踊
り
で
、
面
白
か
っ
た
で
す
。 

蘆
キ
レ
が
よ
く
、
動
き
や
リ
ズ
ム
に
乗
っ

て
楽
し
く
表
現
さ
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

元
気
が
で
ま
し
た
。 

●
第
三
部 

　
　
「
か
づ
き
れ
い
こ
氏
　
講
演
」 

「『
自
分
ら
し
く
生
き
る
』
と
書
く
の
は

簡
単
だ
け
れ
ど
、
大
人
に
な
る
と
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
で
我
慢
し
て
い
る
私
た
ち
に

と
っ
て
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
こ
と
で

す
ね
」
と
、
始
め
ら
れ
た
か
づ
き
れ
い
こ

さ
ん
の
講
演
。
自
分
自
身
の
子
ど
も
の
こ

ろ
の
体
験
か
ら
お
し
ゃ
れ
の
た
め
で
は
な

い
化
粧
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
関
わ
っ
て
い
る
更

生
施
設
や
老
人
ホ
ー
ム
で
出
会
っ
た
人
た

ち
の
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
お
話
な
ど
、
あ

っ
と
い
う
間
の
90
分
で
し
た
。 

か
づ
き
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
メ
イ
ク
は
、

患
部
を
隠
す
た
め
の
カ
バ
ー
メ
イ
ク
と
は

違
い
、
患
部
を
受
け
入
れ
心
を
元
気
に
す

る
の
が
目
的
だ
と
い
う
こ
と
。
メ
イ
ク
で

い
つ
で
も
隠
せ
る
と
わ
か
り
徐
々
に
社
会

に
出
て
行
く
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
気
に
な

ら
な
く
な
り
ノ
ー
メ
イ
ク
で
出
か
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
人
も
多
い
そ
う
で
す
。
Ｑ

Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
を
向
上
さ
せ
た
り
、

予
防
医
学
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 朝

、
鏡
を
見
て

「
疲
れ
た
顔
だ
な
」

と
思
っ
た
日
と
、

「
生
き
生
き
し
て
い

る
な
」
と
思
っ
た
日

で
は
、
行
動
が
違
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

「
見
た
目
」
の
印
象
で
、
相
手
の
態
度
も
変

わ
り
ま
す
。
自
分
を
元
気
に
し
た
り
、
会

う
人
を
元
気
に
す
る
顔
を
作
る
の
が
、
か

づ
き
さ
ん
の
メ
イ
ク
。
介
護
に
疲
れ
た
娘

さ
ん
が
化
粧
で
若
返
っ
た
の
を
見
て
、
老

い
た
母
親
が
涙
を
流
し
て
喜
ん
だ
と
い
う

お
話
に
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。 

一
方
で
、
今
の
若
い
世
代
が
過
剰
に

「
見
た
目
」
を
気
に
し
て
い
る
こ
と
に
は
警

鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。
顔
さ
え
よ
け
れ
ば
人

生
が
う
ま
く
い
く
と
思
っ
て
整
形
を
繰
り

返
す
け
れ
ど
、
生
ま
れ
つ
き
持
っ
て
い
る

も
の
を
受
け
入
れ
る
よ
う
、
心
の
鍛
錬
が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
。
子
ど
も
時
代
の
病

気
を
、
リ
ハ
ビ
リ
メ
イ
ク
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
自
分
の
宝
と
し
て
受
け
入
れ
て
き

た
か
づ
き
さ
ん
の
言
葉
は
、
説
得
力
が
あ

り
ま
し
た
。 

「
本
当
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
は
シ
ミ
取

り
で
な
く
、
行
動
を
変
え
る
こ
と
な
ん
で

す
よ
」
と
医
学
論
文
に
挑
む
姿
勢
に
、
大

き
な
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

● 

参
加
者
の
感
想
か
ら 

● 

蘆
が
ん
ば
っ
て
生
き
て
き
た
方
、
い
る
方

の
話
を
聞
け
て
、
こ
ち
ら
も
「
が
ん
ば

ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。 

蘆
リ
ハ
ビ
リ
メ
イ
ク
か
ら
今
の
日
本
人
の

メ
ン
タ
ル
部
分
ま
で
、
貴
重
な
お
話
で

し
た
。
豊
富
な
経
験
の
お
話
は
、
た
い

へ
ん
に
お
も
し
ろ
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。 

蘆
今
日
の
お
話
を
聞
い
て
、
明
日
か
ら
の

生
活
が
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。 

蘆
顔
か
ら
心
を
鍛
え
て
い
く
こ
と
な
ど
、

深
い
話
、
心
を
打
つ
話
。
美
し
く
な
る

こ
と
は
周
り
の
人
を
安
心
さ
せ
る
等
、

内
容
豊
富
で
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。 

蘆
若
い
子
や
孫
た
ち
に
、
話
を
し
て
あ
げ

た
い
と
思
っ
た
。
顔
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
も

た
め
に
な
っ
た
。 

蘆
目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
お
ち
ま
く
り
ま
し
た
。

し
か
も
お
も
し
ろ
い
！ 

蘆
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
日
本
が
明
る

く
な
る
よ
う
な
希
望
を
感
じ
ま
し
た
。 

蘆
見
た
目
が
よ
く
な
る
と
元
気
に
な
る
、

し
か
し
若
者
の
中
に
自
分
の
顔
だ
け
に

こ
だ
わ
り
、
見
栄
に
生
き
る
人
が
増
え

て
い
る
。
自
分
ら
し
く
生
き
る
と

は
・
・
・
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。 



With Shinjuku No.109   67   With Shinjuku No.109

平成22年度 

男女共同参画シンポジウム 
２
月
19
日
（
土
）
、
平
成
22
年
度
男
女
共
同

参
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
　

こ
こ
ろ
の
輝
き
・
・
・
」
が
新
宿
区
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

男
女
が
と
も
に
参
画
で
き
る
社
会
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
区
民
の
実
行
委
員
会
が
区
と
協
働

で
企
画
・
運
営
す
る
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

今
回
で
12
回
目
と
な
り
ま
す
。
約
二
百
五
十
名

の
方
が
ご
来
場
く
だ
さ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
男

女
共
同
参
画
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り

ま
し
た
。 

第 一 部 
 　ワーク・ライフ・バランス優良企業表彰式 

第 二 部 
 　かっぽれ「河のや梅若寿社中」 

第 三 部 
 　講演　かづきれいこ 
 フェイシャルセラピスト・ 
 歯学博士 
 REIKO KAZKI 主宰 

日　時　　平成23年2月19日（土） 

会　場　　四谷区民ホール 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
を
終
え
て 

蘆
実
行
委
員
に
な
り
初
め
て
か
づ
き
れ
い
こ
さ
ん

を
知
り
ま
し
た
。
メ
イ
ク
を
通
し
て
の
社
会
的

活
動
や
パ
ワ
フ
ル
な
仕
事
ぶ
り
に
圧
倒
さ
れ
、

当
日
も
多
く
の
方
の
共
感
を
呼
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
大
勢
の
人
に
男
女
で
踊
る
伝
統
芸
能
か
っ

ぽ
れ
の
魅
力
や
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
に
頑
張
る
区
内
企
業
を
知
ら
せ
る
機
会
に
も

な
り
、
が
ん
ば
っ
た
か
い
が
あ
り
ま
し
た
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
安
部
　
吉
剛
） 

蘆
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
し
た
い
と
い
う
実

行
委
員
と
行
政
職
員
の
意
気
込
み
が
高
ま
る
中

で
、
チ
ラ
シ
の
配
布
先
が
区
立
の
小
・
中
学
校

の
保
護
者
ま
で
拡
大
出
来
ま
し
た
。 

当
日
は
講
師
の
か
づ
き
れ
い
こ
さ
ん
を
始
め
、

全
て
の
登
壇
者
の
温
か
い
思
い
が
会
場
を
包

み
、
優
し
い
心
が
広
が
り
、
感
動
の
一
日
と
な

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　（
石
田
　
孝
子
） 

蘆
変
化
す
る
社
会
の
中
で
、
自
分
ら
し
く
生
き
る

為
の
力
と
し
て
、
今
回
リ
ハ
ビ
リ
メ
イ
ク
で
有

名
な
「
か
づ
き
れ
い
こ
」
先
生
に
講
演
を
お
願

い
し
た
所
、
同
じ
地
域
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

心
良
く
お
引
き
受
け
下
さ
い
ま
し
た
。
各
年
代

の
女
性
の
悩
み
と
老
い
に
対
す
る
不
安
を
、
的

確
に
お
話
し
頂
き
、「
自
分
ら
し
く
」
の
言
葉

に
深
い
意
味
を
感
じ
、
実
行
委
員
と
し
て
充
実

し
た
時
間
で
し
た
。
　
　
　
　（
植
竹
　
信
子
） 

蘆
広
報
の
公
募
を
き
っ
か
け
に
、
実
行
委
員
長
と

い
う
大
役
を
さ
せ
て
頂
き
、
自
分
で
も
驚
い
て

い
ま
す
。
皆
様
の
応
援
の
お
陰
で
、
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
、
心
か
ら
深
く
感
謝
し
て
い

ま
す
。
実
行
委
員
会
で
、
講
師
、
テ
ー
マ
な
ど

を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
話 

し
合
い
進
め
て
き
た
こ

と
が
、
手
作
り
感
が
あ
り
、
楽
し
か
っ
た
で

す
。
多
く
の
方
に
応
募
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
金
澤
由
利
子
） 

蘆
22
年
度
の
実
行
委
員
会
は
男
女
の
委
員
数
が

ほ
ぼ
同
数
に
、
年
代
も
20
代
か
ら
70
代
と
幅

広
い
構
成
で
し
た
。
そ
し
て
「
か
づ
き
れ
い

こ
」
さ
ん
の
講
演
に
つ
い
て
ど
う
い
う
話
を
伺

い
た
い
か
等
、
毎
回
議
論
が
活
発
に
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
か
づ
き
さ
ん
も
委
員
会
の
思
い
に
充

分
応
え
て
い
た
だ
き
、
大
変
素
晴
ら
し
い
講
演

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
　
　
　（
川
端
　
喜
美
） 

蘆
自
分
以
外
の
実
行
委
員
の
方
は
目
上
の
人
ば

か
り
で
し
た
の
で
最
初
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、

話
し
合
い
の
中
で
徐
々
に
打
ち
解
け
て
い
け
た

の
で
良
か
っ
た
で
す
。
当
日
は
司
会
進
行
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
助
け

ら
れ
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

経
験
を
こ
れ
か
ら
も
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
原
田
　
琢
磨
） 

蘆
「
段
取
り
七
分
で
仕
事
が
三
分
」
と
良
く
申

し
ま
す
。
何
事
も
準
備
が
大
切
と
い
う
事
で
し

ょ
う
。
実
行
委
員
の
一
人
と
し
て
熱
心
に
打
ち

合
わ
せ
を
重
ね
、
ど
う
に
か
関
係
者
一
同
の
協

力
で
盛
会
に
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
委
員

の
皆
さ
ん
に
は
色
々
と
教
え
ら
れ
る
事
が
多

く
、
本
当
に
良
い
勉
強
に
成
り
、
又
セ
ン
タ
ー

の
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
藤
木
紀
一
郎
） 

●
第
一
部 

　
　
「
ワ
ー
ク・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス 

　
　
　
　
　
　
優
良
企
業
表
彰
式
」 

新
宿
区
が
進
め
て
い
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業
認
定
制
度
に
申

請
し
た
企
業
の
中
か
ら
、
特
に
す
ぐ
れ
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
企
業
２
社
に
、

中
山
区
長
が
表
彰
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈
り
ま

し
た
。 

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
優
良
企
業
表
彰

は
、
区
内
企
業
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
へ
の
積

極
的
な
取
り
組
み
を
区
が
応
援
す
る
も
の

で
す
。
表
彰
さ
れ
た
２
社
の
ス
ピ
ー
チ
で

は
、
独
自
の
柔
軟
な
取
り
組
み
に
、
会
場

か
ら
多
く
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

● 

参
加
者
の
感
想
か
ら 

● 

蘆
現
在
多
く
の
企
業
は
、
子
ど
も
を
も
つ

女
性
に
と
っ
て
働
き
づ
ら
い
環
境
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
問
題
を
解
決
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
企
業
が
あ
る
こ
と

は
、
大
変
に
嬉
し
い
こ
と
で
す
ね
。
一

社
で
も
多
く
こ
の
よ
う
な
企
業
が
誕
生

す
る
た
め
に
、
新
宿
区
が
力
添
え
を
す

る
こ
と
は
、
大
変
に
有
意
義
な
事
業
だ

と
思
い
ま
す
。 

蘆
大
き
な
会
社
も
小
さ
な
会
社
も
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
理
解
し
、
き
め

細
か
い
取
り
組
み
で
、
従
業
員
の
働
き

や
す
い
職
場
を
創
り
出
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。 

●
第
二
部 

 

　
　「
か
っ
ぽ
れ
」 

河
の
や
梅
若
寿
社
中
が
伝
統
芸
能
か
っ

ぽ
れ
を
披
露
し
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
二
百
年
の
歴
史

を
飛
び
越
え
て
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
舞
台

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

江
戸
の
大
道
芸
と
し
て
継
承
さ
れ
て
き

た
か
っ
ぽ
れ
は
、
お
座
敷
芸
と
し
て
耳
に

し
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
実
際
に
見
た
こ
と

は
な
い
と
い
う
声
が
多
く
、
実
行
委
員
も

楽
し
み
に
し
て
き
ま
し
た
。
老
若
男
女
さ

ま
ざ
ま
な
個
性
が
ひ
と
つ
の
舞
台
を
作
り

上
げ
る
楽
し
さ
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
ふ
さ
わ
し
い
と
好
評
を
博
し
ま
し
た
。 

● 

参
加
者
の
感
想
か
ら 

● 

蘆
粋
で
よ
か
っ
た
で
す
。
江
戸
文
化
に
触

れ
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。 

蘆
す
ご
く
美
し
く
き
れ
い
で
揃
っ
て
い
て

「
す
ば
ら
し
い
」
で
す
。
芸
者
遊
び
の
踊

り
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
品
が
あ
っ

て
と
て
も
良
か
っ
た
。 

蘆
初
め
て
見
ま
し
た
が
、
と
て
も
情
緒
あ

ふ
れ
る
踊
り
で
、
面
白
か
っ
た
で
す
。 

蘆
キ
レ
が
よ
く
、
動
き
や
リ
ズ
ム
に
乗
っ

て
楽
し
く
表
現
さ
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

元
気
が
で
ま
し
た
。 

●
第
三
部 

　
　
「
か
づ
き
れ
い
こ
氏
　
講
演
」 

「『
自
分
ら
し
く
生
き
る
』
と
書
く
の
は

簡
単
だ
け
れ
ど
、
大
人
に
な
る
と
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
で
我
慢
し
て
い
る
私
た
ち
に

と
っ
て
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
こ
と
で

す
ね
」
と
、
始
め
ら
れ
た
か
づ
き
れ
い
こ

さ
ん
の
講
演
。
自
分
自
身
の
子
ど
も
の
こ

ろ
の
体
験
か
ら
お
し
ゃ
れ
の
た
め
で
は
な

い
化
粧
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
関
わ
っ
て
い
る
更

生
施
設
や
老
人
ホ
ー
ム
で
出
会
っ
た
人
た

ち
の
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
お
話
な
ど
、
あ

っ
と
い
う
間
の
90
分
で
し
た
。 

か
づ
き
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
メ
イ
ク
は
、

患
部
を
隠
す
た
め
の
カ
バ
ー
メ
イ
ク
と
は

違
い
、
患
部
を
受
け
入
れ
心
を
元
気
に
す

る
の
が
目
的
だ
と
い
う
こ
と
。
メ
イ
ク
で

い
つ
で
も
隠
せ
る
と
わ
か
り
徐
々
に
社
会

に
出
て
行
く
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
気
に
な

ら
な
く
な
り
ノ
ー
メ
イ
ク
で
出
か
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
人
も
多
い
そ
う
で
す
。
Ｑ

Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
を
向
上
さ
せ
た
り
、

予
防
医
学
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 朝

、
鏡
を
見
て

「
疲
れ
た
顔
だ
な
」

と
思
っ
た
日
と
、

「
生
き
生
き
し
て
い

る
な
」
と
思
っ
た
日

で
は
、
行
動
が
違
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

「
見
た
目
」
の
印
象
で
、
相
手
の
態
度
も
変

わ
り
ま
す
。
自
分
を
元
気
に
し
た
り
、
会

う
人
を
元
気
に
す
る
顔
を
作
る
の
が
、
か

づ
き
さ
ん
の
メ
イ
ク
。
介
護
に
疲
れ
た
娘

さ
ん
が
化
粧
で
若
返
っ
た
の
を
見
て
、
老

い
た
母
親
が
涙
を
流
し
て
喜
ん
だ
と
い
う

お
話
に
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。 

一
方
で
、
今
の
若
い
世
代
が
過
剰
に

「
見
た
目
」
を
気
に
し
て
い
る
こ
と
に
は
警

鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。
顔
さ
え
よ
け
れ
ば
人

生
が
う
ま
く
い
く
と
思
っ
て
整
形
を
繰
り

返
す
け
れ
ど
、
生
ま
れ
つ
き
持
っ
て
い
る

も
の
を
受
け
入
れ
る
よ
う
、
心
の
鍛
錬
が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
。
子
ど
も
時
代
の
病

気
を
、
リ
ハ
ビ
リ
メ
イ
ク
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
自
分
の
宝
と
し
て
受
け
入
れ
て
き

た
か
づ
き
さ
ん
の
言
葉
は
、
説
得
力
が
あ

り
ま
し
た
。 

「
本
当
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
は
シ
ミ
取

り
で
な
く
、
行
動
を
変
え
る
こ
と
な
ん
で

す
よ
」
と
医
学
論
文
に
挑
む
姿
勢
に
、
大

き
な
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

● 

参
加
者
の
感
想
か
ら 

● 

蘆
が
ん
ば
っ
て
生
き
て
き
た
方
、
い
る
方

の
話
を
聞
け
て
、
こ
ち
ら
も
「
が
ん
ば

ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。 

蘆
リ
ハ
ビ
リ
メ
イ
ク
か
ら
今
の
日
本
人
の

メ
ン
タ
ル
部
分
ま
で
、
貴
重
な
お
話
で

し
た
。
豊
富
な
経
験
の
お
話
は
、
た
い

へ
ん
に
お
も
し
ろ
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。 

蘆
今
日
の
お
話
を
聞
い
て
、
明
日
か
ら
の

生
活
が
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。 

蘆
顔
か
ら
心
を
鍛
え
て
い
く
こ
と
な
ど
、

深
い
話
、
心
を
打
つ
話
。
美
し
く
な
る

こ
と
は
周
り
の
人
を
安
心
さ
せ
る
等
、

内
容
豊
富
で
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。 

蘆
若
い
子
や
孫
た
ち
に
、
話
を
し
て
あ
げ

た
い
と
思
っ
た
。
顔
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
も

た
め
に
な
っ
た
。 

蘆
目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
お
ち
ま
く
り
ま
し
た
。

し
か
も
お
も
し
ろ
い
！ 

蘆
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
日
本
が
明
る

く
な
る
よ
う
な
希
望
を
感
じ
ま
し
た
。 

蘆
見
た
目
が
よ
く
な
る
と
元
気
に
な
る
、

し
か
し
若
者
の
中
に
自
分
の
顔
だ
け
に

こ
だ
わ
り
、
見
栄
に
生
き
る
人
が
増
え

て
い
る
。
自
分
ら
し
く
生
き
る
と

は
・
・
・
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。 
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「６９．３」 
男性を１００としたときの 

女性の給与額 

With Shinjuku No.109   89   With Shinjuku No.109

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行

さ
れ
て
か
ら
、
平
成
23
年
４
月
１

日
で
25
年
。
採
用
・
昇
進
・
定
年
・

解
雇
等
、
雇
用
の
各
段
階
で
の
性

差
別
は
な
く
な
っ
た
は
ず
で
す
が
、

男
女
間
格
差
は
解
消
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。 

   

　
厚
生
労
働
省
の
「
賃
金
構
造
基

本
統
計
調
査
」
に
よ
る
と
、
昨
年

の
男
性
の
給
与
（
※
）
の
平
均
を

１
０
０
と
し
た
場
合
、
女
性
の
給

与
の
平
均
は
、
６９
・
３
。
フ
ル
タ

イ
ム
の
労
働
者
だ
け
を
比
べ
て
も
、

女
性
の
賃
金
は
男
性
の
約
７
割
で

す
。 

　
昭
和
60
年
の
５９
・
６
か
ら
ゆ
る

や
か
に
上
昇
し
、
男
女
間
賃
金
格

差
は
長
期
的
に
は
縮
小
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
日
本
は
ま
だ
ま
だ
男

女
間
格
差
の
大
き
い
社
会
と
い
わ

ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。 

   

　
賃
金
格
差
に
つ
い
て
考
え
る
と

き
出
て
く
る
の
が
、
「
条
件
が
違

え
ば
賃
金
が
違
う
の
は
当
然
で
、

そ
れ
を
格
差
と
は
い
え
な
い
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
疑
問
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
産
業
・
企
業
規
模
・

学
歴
・
年
齢
・
勤
続
年
数
・
職
階

（
役
職
）
な
ど
に
つ
い
て
分
析
し

て
み
る
と
、
男
女
間
賃
金
格
差
に

最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

の
は
職
階
で
あ
り
、
勤
続
年
数
と

の
関
連
も
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。 

　
し
か
し
、
同
じ
属
性
で
あ
っ
て

も
男
女
間
で
賃
金
額
が
異
な
る
こ

と
が
、
よ
り
大
き
な
格
差
の
要
因

と
な
っ
て
い
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男女間所定内給与格差の推移 
　　　　　　（男性の所定内給与額＝100） 

厚生労働省『賃金構造基本統計調査』より作成 

多様な生き方を認めあう社会づくり 
　　のための講座を実施しています 

男女共同参画講座 

男女共同参画推進センター（ウィズ新宿）では、センター登録団体お
よび新宿区内で継続的に活動する10名以上（区内在住勤学が過半数）
の団体との協働で、男女共同参画をテーマとした講座を実施しています。 
昨年度は「大奥・大名屋敷で働く女性たち（新宿区家庭教育グループ
連絡会）」「江戸の話芸に学ぶ（特定非営利活動法人四谷伝統芸能振興会）」
「在日女性の立場からこれからの日韓関係を考える（新宿区婦人問題を
考える会）」ほか、全7講座を実施しました。 
応募された団体には、企画内容を所定応募用紙で提案し審査を経て承
認を受けたのち、実施に向けて取り組みをすすめていただきます。 
みなさまの日ごろの活動を広く知っていただき、同時に男女共同参画
の意識を高めていくためのよい機会となります。ぜひ多数のご応募をお
待ちしています。詳しくは7月5日号の広報しんじゅくをご覧ください。 

性と生の講座 

「ウィズ新宿とのパートナーシップ講座」 
　　　　　　　　についてのお知らせ 

６月２６日（日）、毎年好評をいただいている「おと

うさんのためのおもしろおもちゃづくり講座」を実施

しました。 

講師の井上智陽さんはイラストレーターとして、ま

た手作りおもちゃの講師として各方面で活躍されてい

ます。今年で４回目となる本講座ですが、毎回一生懸

命におもちゃづくりに取り組むお父さんの姿が印象的

です。父親が子どもとのコミュニケーションを深め、

家族との時間を楽しむことは、仕事一辺倒の生活を見

直すことにもつながるでしょう。 

男性対象講座 
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昨年度は「海賊になりたかった女の子～平塚らいて

う～」をはじめ３回の講座を実施しました。雑誌青鞜

創刊１００年を前にした本講座では、講師にらいてう

の家館長・米田佐代子さんをお招きし、らいてうの素

顔と生きざま、戦後の平和への思いと女性の自立につ

いて語っていただきました。 

平塚らいてうといえば「元始、女性は太陽であった」

との言葉が有名ですが、１００年前の女性の真の勇気

と理想とはどのようなものであったか、米田さんのお

話を通してその思想への理解を深めることができました。

また、男女共同参画社会とは平和＝人権が保障される

社会であるということを実感した貴重な時間となりま

した。 

今年度は「情報リテ

ラシー」をテーマに据

え、さまざまな切り口

から３つの講座を実施

する予定です。 

「女性による女性のための護身術　WEN-DO」をご存

じですか。講師の橋本明子さんはカナダで開発された自

己防衛プログラムを学び、普及のために活動しています。 

今年２月に実施した本講座では、２０名の幅広い年

代の女性が午前午後４時間にわたり、セルフディフェン

スの考え方と実技について学びました。女性が持ってい

る「内なるパワー」を呼びさまし、暴力に対する正しい

知識を持つことで、「被害を受けるのは自分が悪いので

は・・・」と悩む女性のエンパワーメントにつながる講

座となりました。 

自分を大切にすることから他者との信頼関係が築か

れるといった当たり前のことが、性

暴力によって損なわれていることに

目を向け、女性自身が力をつけるこ

との重要性を知る機会となりました。 

ウィズ新宿では、年間三十数回におよぶ講座を実施

しています。ほかにも「育児ママの再就職支援講座」「若

者応援講座」「ワーク・ライフ・バランスセミナー」等、

さまざまな問題やテーマ、男女平等に向けて解決すべ

き課題などを考える講座を予定しています。 

コミュニケーション力アップや良好な人間関係のあ

りかたを考えることは、多くの若い方々の生きかたを

応援することにつながるでしょう。また、育児に追わ

れている若いお母さんが子どもから離れた時間をもち、

知識を身につけ仲間づくりにつなげることは、次への

ステップとなるでしょう。 

講座を通して男女共同参画について考え、毎日の暮

らしや仕事に生かしていただきたいと思います。不安

や悩みの多い現代社会ではありますが、多様な価値観

や情報を得ることは、生きる勇気にもつながるでしょう。

ウィズ新宿の講座はみなさまを応援しています。 

「セルフ・ディフェンス」 
橋本明子著（三五館） 
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男女間所定内給与格差の推移 
　　　　　　（男性の所定内給与額＝100） 

厚生労働省『賃金構造基本統計調査』より作成 

多様な生き方を認めあう社会づくり 
　　のための講座を実施しています 

男女共同参画講座 

男女共同参画推進センター（ウィズ新宿）では、センター登録団体お
よび新宿区内で継続的に活動する10名以上（区内在住勤学が過半数）
の団体との協働で、男女共同参画をテーマとした講座を実施しています。 
昨年度は「大奥・大名屋敷で働く女性たち（新宿区家庭教育グループ
連絡会）」「江戸の話芸に学ぶ（特定非営利活動法人四谷伝統芸能振興会）」
「在日女性の立場からこれからの日韓関係を考える（新宿区婦人問題を
考える会）」ほか、全7講座を実施しました。 
応募された団体には、企画内容を所定応募用紙で提案し審査を経て承
認を受けたのち、実施に向けて取り組みをすすめていただきます。 
みなさまの日ごろの活動を広く知っていただき、同時に男女共同参画
の意識を高めていくためのよい機会となります。ぜひ多数のご応募をお
待ちしています。詳しくは7月5日号の広報しんじゅくをご覧ください。 

性と生の講座 

「ウィズ新宿とのパートナーシップ講座」 
　　　　　　　　についてのお知らせ 

６月２６日（日）、毎年好評をいただいている「おと

うさんのためのおもしろおもちゃづくり講座」を実施

しました。 

講師の井上智陽さんはイラストレーターとして、ま

た手作りおもちゃの講師として各方面で活躍されてい

ます。今年で４回目となる本講座ですが、毎回一生懸

命におもちゃづくりに取り組むお父さんの姿が印象的

です。父親が子どもとのコミュニケーションを深め、

家族との時間を楽しむことは、仕事一辺倒の生活を見

直すことにもつながるでしょう。 

男性対象講座 
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昨年度は「海賊になりたかった女の子～平塚らいて

う～」をはじめ３回の講座を実施しました。雑誌青鞜

創刊１００年を前にした本講座では、講師にらいてう

の家館長・米田佐代子さんをお招きし、らいてうの素

顔と生きざま、戦後の平和への思いと女性の自立につ

いて語っていただきました。 

平塚らいてうといえば「元始、女性は太陽であった」

との言葉が有名ですが、１００年前の女性の真の勇気

と理想とはどのようなものであったか、米田さんのお

話を通してその思想への理解を深めることができました。

また、男女共同参画社会とは平和＝人権が保障される

社会であるということを実感した貴重な時間となりま

した。 

今年度は「情報リテ

ラシー」をテーマに据

え、さまざまな切り口

から３つの講座を実施

する予定です。 

「女性による女性のための護身術　WEN-DO」をご存

じですか。講師の橋本明子さんはカナダで開発された自

己防衛プログラムを学び、普及のために活動しています。 

今年２月に実施した本講座では、２０名の幅広い年

代の女性が午前午後４時間にわたり、セルフディフェン

スの考え方と実技について学びました。女性が持ってい

る「内なるパワー」を呼びさまし、暴力に対する正しい

知識を持つことで、「被害を受けるのは自分が悪いので

は・・・」と悩む女性のエンパワーメントにつながる講

座となりました。 

自分を大切にすることから他者との信頼関係が築か

れるといった当たり前のことが、性

暴力によって損なわれていることに

目を向け、女性自身が力をつけるこ

との重要性を知る機会となりました。 

ウィズ新宿では、年間三十数回におよぶ講座を実施

しています。ほかにも「育児ママの再就職支援講座」「若

者応援講座」「ワーク・ライフ・バランスセミナー」等、

さまざまな問題やテーマ、男女平等に向けて解決すべ

き課題などを考える講座を予定しています。 

コミュニケーション力アップや良好な人間関係のあ

りかたを考えることは、多くの若い方々の生きかたを

応援することにつながるでしょう。また、育児に追わ

れている若いお母さんが子どもから離れた時間をもち、

知識を身につけ仲間づくりにつなげることは、次への

ステップとなるでしょう。 

講座を通して男女共同参画について考え、毎日の暮

らしや仕事に生かしていただきたいと思います。不安

や悩みの多い現代社会ではありますが、多様な価値観

や情報を得ることは、生きる勇気にもつながるでしょう。

ウィズ新宿の講座はみなさまを応援しています。 

「セルフ・ディフェンス」 
橋本明子著（三五館） 
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子ども総合センターがオープン 子ども総合センターがオープン 

ワーク・ライフ・バランス推進企業を応援しています！ ワーク・ライフ・バランス推進企業を応援しています！ 

　仕事と生活の調和が実現した社会の姿とは、一人一人がやりがいや充実感を感じながら働き、

仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域生活などで、子育て期・中高年期といった人生の各

段階に応じて多様な生き方が選択・実現できる社会です。区では、長時間労働の改善や就労環境

の整備などを行い、柔軟で多様な働き方ができるよう、ワーク・ライフ・バランスを推進する企

業を応援しています。ワーク・ライフ・バランス推進企業の認定、企業へのコンサルタント派遣、

年3回のワーク・ライフ・バランスセミナーの開催など、さまざまな支援をしています。 

　平成23年4月、区内初の総合的な子育て支援施設として、新宿区立子ども
総合センターがオープンしました。同センターでは、子どもたちが安心して
遊べる居場所や支援のための施設としてさまざまな事業を行っています。 

子育て相談や育児不安の解消、仲間づくりを目的とした
場の提供と、乳児から就学前までの子どもを対象にした
ひろば型一時保育を行います。また、児童虐待防止への
取り組みや、虐待通報を受け、東京都児童相談センター
への通告や関係機関との連絡調整を行います。 
さらに、児童館機能も併せ持ち、小学生や中高生の活動
を支援します。 

ワーク・ライフ・バランス 
　　　（仕事と生活の調和）の実現に向けて 

　区内の中小企業を対象に、男性の育児・介護休業等の取得を推進する企業を、「男性の育児・

介護サポート企業」に認定・登録し要件を満たす場合は奨励金を支給しています。 

　今回、1社をサポート企業として登録しました。 

男性の育児・介護を支援する企業を応援しています！ 

働き方を見直してみませんか 

場　所：新宿区新宿７丁目３番２９号 
連絡先：３２３２－０６７３（代表） 
交通：都営大江戸線・東京メトロ副都心線 
　　　東新宿駅から徒歩７分 
　　　都営バス　新宿ここ・から広場前 
　　　　　　　　停留所 徒歩１分 
 

ここです 

子ども家庭支援コーナー 

乳幼児から１８歳未満の子どもを対象に、発達へ
の不安や障害について相談支援を行います。グル
ープ活動や個別活動による専門的な訓練等を行う
児童デイサービスや、緊急時や一時的に保育が必
要なときに心身障害児や発達に不安のある子ども
を預かる障害幼児一時保育事業などを行います。 

発達支援コーナー 
保護者が就労等により昼間家庭にいな
い小学校１年生から３年生までの子ど
もを預かって、放課後の遊びや生活指
導を行います。障害等のある子どもは
小学校６年生まで利用できます。 

学童クラブ 

小学生から高校生までの障害児
を対象に、放課後や学校休業日
（土曜日、春・夏・冬休み等）
に日中活動の場を提供します。 

これらのほか、同センターには、
地域への開放スペースとして、
談話コーナー（冷水器・自動販
売機ほか）、シャワー付き更衣
室（多目的運動広場団体貸し切
り利用者のみ）等を備えています。 
また、災害時には２次避難所と
しての機能も有しています。 

障害児タイムケア 

★ワーク・ライフ・バランス推進企業として新たに認定された企業をご紹介します。 

26　株式会社東京堂　（造花・花材・生花資材等卸・小売） 

【認定の分野】　子育て支援　介護支援　働きやすい職場づくり 

27　早稲田医学院歯科衛生士専門学校　（歯科衛生士養成教育） 

【認定の分野】　子育て支援　働きやすい職場づくり 

1　クラスメソッド株式会社（ソフトウェア開発及びコンサルティング） 

28　株式会社シスケア　（介護事業のコンサルティング） 

【認定の分野】　子育て支援　介護支援　働きやすい職場づくり 

新たに推進企業として認定した企業（※番号は認定番号） 

【問合せ】男女共同参画課　電話3341-0801　Fax 3341-0740

ワーク・ライフ・バランスを推進するための制度整備や、適切な勤務時間管理 
に努めるなど、働きやすい職場づくりに取り組んでいます。 

中高生談話室 

多目的運動室 親と子のひろば 

歯科衛生士資格の取得支援を通じて、女性の就労を応援しています。また、 
女性が働きやすく、出産後等に職場復帰しやすい環境づくりを行っています。 

育児休業からの職場復帰支援として、グループウェアの活用により、自宅から 
業務の進捗状況を把握できる工夫などを行っています。 
※平成22年度 新宿区ワーク・ライフ・バランス推進優良企業表彰 
「ワーク・ライフ・バランス アイディア賞」受賞企業 
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このたびの東日本大震災により、利用者のみなさまには節電の
ご協力をいただいております。館内の照明・空調など、利用に差
し支えない範囲で節電に努めておりますので、一層のご理解ご協
力のほどよろしくお願いいたします。 
詳細につきましては、当センターまでお問い合わせください。 

この印刷物は再生紙を使用しています。 

新宿区子ども家庭部男女共同参画課 
新宿区立男女共同参画推進センター 
〒160-0007　東京都新宿区荒木町16番地 
TEL（3341）0801　FAX（3341）0740

発　行 

発行日 平成23年6月29日 

男女がお互いを尊重し、その人らしく生きる。 
仕事も暮らしも楽しむ。 
そんなあなたを応援する情報誌です。 
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新宿区男女共同参画情報誌 
「悩みごと相談室」を 
　　　　ご利用ください（無料） 
自分自身のこと、夫婦や家族のこと、仕事上の悩みなど、
さまざまな問題の解決に向けて相談員が一緒に考えます。
弁護士・元家裁調査官・“性と生”アドバイザー・ソーシャ
ルワーカー・医療ソーシャルワーカー・ライフスタイル
アドバイザーなど、経験豊かな相談員があなたの悩みご
とに応じます。配偶者や恋人からの暴力についても、ひ
とりで悩まずお電話ください。秘密は固く守ります。 

面接相談は、男女共同参画推進センター相談室
および、区役所第一分庁舎区民相談室で行います。
月～土曜日の10～16時、お1人1時間以内。
詳しくは予約の際にお尋ねください。 

女性は人口の半分、労働力人口の4割余りを占め、政治、経済、
社会など多くの分野の活動を担っています。 
しかし、日本では他の先進国と比較して、指導的な立場で活躍

する女性が少ないのが現状です。 
このため、社会の様々な活動に参画する機会の格差を改善す

るため、必要な範囲において、女性に積極的に機会を提供する取
り組みを「ポジティブ・アクション」（積極的改善措置）と呼び、
企業、団体、地域社会などで推進することが求められています。 

6名の区民編集委員のみなさんと平成23年度の編集委員会
がスタートしました。 
性別・年齢・立場のさまざまなメンバーで、『ウィズ新宿』の

110号と111号を作っていきます。どうぞご期待ください。 

● 編集委員会スタート ● 

膨大なアンケート調査報告書と格闘しながら見えてきたのは、
背景にある労働環境の厳しさでした。『ウィズ新宿』では、自分ら
しい生き方を応援する発信を続けたいと思います。 

編　集　後　記 

3F 会議室 

2F 図書資料コーナー 

 交流コーナー 

 悩みごと相談室 

 第二相談室 

1F 受付・事務室 

 閲覧コーナー 

 図書カウンター 

B1 ワーク室 

 

開館時間 

 月～土曜日 
  午前9時～午後8時 

 日曜日 
  午前9時～午後5時 

● 施 設 案 内 ● 

平成23年度 
男女共同参画週間 
6月23日（木）～29日（水） 

の1週間は、「男女共同参画週間」です。 
本年度の男女共同参画週間は、「ポジティブ・アクション」 
（積極的改善措置）の推進を重点とします。 

キャッチフレーズは 
「チャンスを分かち、未来を拓こう」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　です。 

◆図書の貸出し 
 月～土 午前9時～午後5時 

◆会議室の利用 
 月～日 午前9時～午後10時 

◆悩みごと相談室（電話・面接） 
 月～土 午前10時～午後4時 

●電話相談（相談員に直接つながります） 

3353－2000 月～土（１０～１６時） 

3341－0905 土　　（１３～１６時） 

5273－3646 月　　（１０～１６時） 
※除く１２～１３時　電話は１５時３０分までにおかけください。 

予約受付（日祝除く８：３０～１７：００） 

●面接相談（予約制）　03（3341）0801

●内閣府男女共同参画局ホームページ http://www.gender.go.jp/

男女共同参画と 
ワーク・ライフ・バランスについて 
アンケート調査を実施しました 


